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学校組織 における､ 外国人生徒の高校進学に

焦点づけた教育課程再組織化の過程

一

異文化の視点に立 つ 潜在的カ リ キ ュ ラ ム を基盤 と して -

蓮尾 直美
*

･ 藤本英知代
* *

外国人労働者の 増大傾向に伴う子弟の 就学率増加 に よ っ て ､ 昨今学校組織上の 課題が生 じて い る｡ そ こ で 本研

究で は､ とく に異文化 の 視点 か ら自明祝 さ れ た 外国人生徒の 生活領域 に着目 し つ つ ､ 彼らの 高校進学を軸に据え

教育課程 の 再編 と こ れ を支 え る学校 の 再組織化過程を事例的に考察 した｡ 考 察の 対象 とす る M 中学校 ｢ 日本 語

学習室｣ が ｢高校進学｣ を指導目標 に据 え た こ と は
､ 従来教育目標 が ｢主体性 の 育成｣ な ど抽象的 ･ 不明確 に表

現さ れ て きた経緯 か らすれ ば､ 教 師が学校組織 の 成員 と して､ 生徒 の 将来を見通 して具体的に カ リキ ュ ラ ム 開発

しう る戦略的な組織目標を明示 した もの と い え る｡ 加 え て､ こ の カ リ キ ュ ラ ム 開発 は外国人生徒 の み な らず､ 昨

今 の 日本人生徒 にも通 じる潜在的 カ リ キ ュ ラ ム と表裏 の 関係 にある潜在的教授法 へ の 視点を土台にもたらさ れ る

もの と み なす こ とが で き る｡
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ド : 学校組織 外国人生徒 異文化 の 視点 教育課程 潜在的 カ リ キ ュ ラ ム 解釈的手順 自己組織性

1
. 問題の 設定

わが国の ｢ 出入国管理及び難民認定法｣ が施行された

19 9 0 年以降､ 三重県旧上野市で は外国人労働者が次第

に増加して きた ｡ そ の 後､ 同市が周辺 3 町 2 村と合併し

'

o 4 年 1 1 月 に新生 した伊賀市で は､ 表 1 に 示すよう に ､

翌
'

o 5 年 1 1 月現在､ 登録した外国人労働者の市民占有率

表 1 市町村合併 に よ る 旧上野市 を巡 る地域構造の変化

時期 市の 名称 市 の 人 口 外国人登録者数 登録者人口比率

0 4 年 1 0 月 上 野 市 6 3
,
3 5 4 人 3

,
5 4 5 人 5

.
6 0 %

0 4 年 1 1 月 伊 賀 市 10 3
,
3 0 3 人 4

,
19 2 人 4

.
0 5 %

0 5 年 6 月 伊 賀 市 10 3
,
0 8 7 人 4

,
3 2 1 人 4

.
19 %

0 5 年 1 1 月 伊 賀 市 103
,
2 8 0 人 4

,
7 18 人 4

.
5 7 %

表 2 旧 上野市立中学校に お ける 外国人生徒数の動向お よ び
'

0 6 年度以 降の 推定値

期 第 Ⅲ 期 第 Ⅳ 期

年 度
t

o o
'

0 1
'

0 2
'

0 3
'

0 4
'

0 5
'

0 6
'

0 7
'

0 8
'

0 9
I

lo ■ll

奄- -
-卑 ② ② ② ② ② ② * * * * * *

M 中※ 4 8 7 ( 2 8) 5 0 2 〔2 8〕 5 0 1 ( 1 8) 4 6 2 ( 1 2) 4 8 0 ( 1 9) 4 7 0 ( 1 6)

T 小 1 2 7 ( 0) 1 4 9 〔0〕 1 9 7 ( 0) 1 8 5 ( 0) 2 9 3 ( 0) 3 7 0 ( 0) 0 0 0 0 0 3

H 小 7 7 6 ( 3 7) 7 6 7 〔4 9〕 7 42 ( 4 3) 7 3 7 ( 4 4) 7 1 6 ( 2 9) 6 9 6 ( 2 8) 8 1 2 9 4 9 5

N 小 6 1 6 ( 1 8) 6 1 5 〔1 6〕 59 7 (2 0) 5 9 4 ( 20 ) 6 1 1 (2 0) 6 4 4 (2 3 ) 3 5 4 2 9 9

K 小 2 0 4 ( 0) 2 0 4 〔0〕 2 0 3 ( 0) 2 47 ( 0 ) 1 6 5 ( 0) 1 5 4 ( 0) 0 0 0 0 0 0

T 中 3 0 1 〔 4〕 3 07 〔4〕 2 9 8 ( 1) 2 6 9 ( 7) 2 5 9 ( 8) 2 3 6 ( 0)

S 中 4 43 〔5〕 4 12 〔5〕 4 10 ( 3) 3 8 1 ( 3) 3 82 ( 1) 3 5 0 ( 0)

C 中 1 43 〔 1〕 1 40 〔4〕 13 2 ( 3) 12 9 ( 6) 13 8 ( 3) 13 6 ( 1)

W 中 18 0 〔 1〕 19 4 〔 1〕 17 9 ( 0) 17 7 ( 0) 15 2 ( 0) 16 1 ( 1)

Y 中 20 5 〔0〕 1 8 4 〔0〕 1 7 1 ( 0) 17 3 ( 0) 18 1 ( 0) 17 8 ( 0)

①欄 は 中学校お よ び学区内小学校｡ ②欄 は全校児童生徒数｡ ( ) 内は外国人児童生徒数｡ * は ､ 第 1 学年外国人生徒数｡

※ M 中学校 の 校区内小学校 は､ H 小 ､ T 小 ､ N 小 ､ K 小の 計 4 校｡

O T 小の 児童全員は ､ M 中に 入学｡ O H 小 の 児童 は､ M 中と T 中に分散 して進学｡

O N 小 の 児童 は､ M 中､ T 中 お よ び S 中に 分か れ て 進学. O K 小 の 児童 は､ M 中と S 中に そ れ ぞ れ進学｡

* 三 重大学教育学部学校教育講座
* * 三 重大学大学院教育学研究科 M C 2 年
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が 5 .
6 % だ っ た 旧上野市当時と比 べ ､ 見か け上は 1 ポイ

ン ト程度低下 して 4 .
5 7 % と な っ た｡

しか しなが ら､ 表 2 よ り ､ 旧上野市内で外国人生徒の

通学拠点校で ある M 中学校区内の H 小学校 を含む計 4

小学校に在籍する外国人児童数の 動向か ら､ M 中学校

に入学の外国人生徒数は今後増加の
一

途を辿るもの と予

測される｡

そ こ で 本研究で は､ 県内の み ならず
1)

外国人生徒 の全

国的な増加傾向に 問題意識を抱い た｡ すなわち､ 国際交

流とは､ 実 は国内学校の児童生徒に と っ て は足元に あり

なが ら､
'

0 2 年度以来施行され て きた中学校の 新学習指

導要領に よる ｢総合的な学習の 時間｣ や ｢ 選択教科｣ 内

の 国際理解教育で は､ 表面的な国際理解に終始する嫌い

があり､ 外国人生徒の も つ異文化の見地か ら日常的で自

明の 出来事をあらため て 問い 直す必要性を指摘しなけれ

ばならな い点 で ある｡

こ の事実は､ 外国人生徒に の みならず日本人児童生徒

に も､ わ が国 の教育現場が不十分ない し不適切に対応し

て い る ことと表裏
一

体 の課題を投げかけるもの とみなす

ことが できよう｡

日本語学習室の担当者と し て F 教諭 は､ 現時点で 見

通しが混迷状況に ある教育現場に対し て危機意識を抱い

た｡ そ こ で ､ わ れ われは外国人児童生徒在籍者数の増加

に対するわが国学校で の 今後の 指導
2)
方針が早急に 求め

られる こと､ 併 せ て 日本人の児童生徒に と っ て望まし い

指導の方向性と具体的な道筋を明示しうる理論構成をめ

ざし て ､ 共同研究を進めて きた｡

従来 の外国人生徒向けの カ リキ ュ ラ ム で は､ 全般 に ひ

たすら ｢ 日本語習得｣ に重点を置き､ 外国人生徒個々人

が実際に置か れ て い る文化 ･ 社会的条件を自明祝する傾

向が強か っ た｡ こ れ に対し､ こ の共同研究で は高校進学

の実現とい う学校の組織目標を明確に した経営戦略に も

とづき､ 外国人生徒をめぐる日常生活に即し て彼ら自身

の異文化視点から捉え直し つ つ 日本人対象の教育課程を

再編して実際の指導内容を支える教員集団の組織化を具

体的に浮き彫りに しようと努めた｡

た とえ ば､ 日本人教師は､ 外国人生徒が保育園や小学

校低学年時か ら滞日して 日本語の会話が で きると､ 教科

や授業内容も理解できる ものと認識する｡ と こ ろが ､ 外

国人生徒にと っ て ほ と ん ど文化的素地の な い 日本の教科

書や 日本人教師に よる授業内容は､ 日本語で会話で きる

日本人生徒で さえ必ずしも理解で き な い と同様に ､ ま た

それ以上 に母国の 文化的基盤も希薄な ためきわ め て理解

が困難となる｡

他面 で ､ 中学生時点で 来日 した外国人生徒の 場合､ 日

本人教師は日本語会話もおぼ つ かな い彼を教科や授業内

容の 理解で きな い学力の低 い生徒と錯覚する｡ と こ ろが､

こ の 皐うな生徒は自国で既習の学力を保持して 文化的基

盤がある｡ そ こ で ､ 彼 ら の生活背景と密接に結び つ く カ

リ キ ュ ラ ム 再編と いう ｢ 潜在的 カ リキ ュ ラ ム｣
3)
の 視点

に立ち
､
こ れ に教師の側から潜在的教授法 (潜在的カ リ

キ ュ ラ ム と の対概念｡) を駆使して 授業展開を行う こ と

が有効となる｡ 外国人生徒は､ そ の結果､ 日本語習得ば

かり で なく学力を急速に伸長させ､ 高校進学をはじめ各

方面 へ の進路を開く ことが で きる｡

こ の こ とから､ 外国人生徒 へ の教育課程開発にと っ て ､

必ずしも日本語習得の みを中心に据える の で はなく､ ま

ずは教科指導に着目して外国人生徒の 日本語指導 へ の視

野を拡大する ことが肝要とい える｡

以上を前提に ､ 本研究で は､ 学校を捉え る枠組みと し

て ､ 組織が常に発展し変容をも遂げうる ｢ 自己組織性｣
4)

を発揮する ダイ ナ ミ ズ ム の見地から考察を加えて いく｡

そ こ に は､ 行為者とし て の組織内部者の主観的視点と同

時に ､ 組織外部者に よる客観的視点と枠組みを包摂する

｢ 協働的｣ 解釈手順がある｡ こ の 解釈手順に よ っ て こ そ ､

学校組織の 内部過程を事実に即し て ､ よ り リ ア ル に描き

だす ことが で きるもの と い える｡

こ の こ とから､ 本共同研究で は F 教諭が ｢ 日本語学

習室｣ 担当とし て
'

0 0 年 4 月 M 中学校に着任以来､ 外国

人生徒の指導をめぐる学校組織上の課題に 直面しながら

も､ 彼 ら の高校進学をめざすカ リキ ュ ラ ム 開発 に努め､

そ の進路を確実に し て きた営為とそ の後 の組織変化を事

例研究とし て検証し て いく こと に する｡

そ れ は同時に ､ ｢ 日本語学習室｣ が学校組織内の 学校

長や教頭､ 他分掌の教師集団､ ま た学校組織外の教育行

政当局､ ボ ラ ン テ ィ ア組織および両親を含む地域社会と

の有機的な連携と支持の もと に学校組織内に位置づ けら

れ､ 外国人生徒 へ の教育課程再編を支える組織基盤を形

成する過程で あり､ ま た組織変容に さらされる過程で も

あると い える｡

こ の背景に は､ 表 3 に 示した学校規模の M 中学校で

は､
'

0 0 年当時､ o2 年度以降の学習指導要領改訂に 伴う

｢ 総合的な学習の 時間｣ や ｢ 選択教科｣ 設定の 移行期に

あ っ て ､ 当時 の管理職教師に よる指揮の下､ 日本語学習

室で は､ カ リ キ ュ ラ ム 面 で も これを支える学校組織面で

も相応の裁量を得て い た ことが挙げられる｡

そ こ で本研究で は､ 元来見過 ごされ て きた学校の 内部

過程を ｢協働的｣ 解釈手順を含む学校組織論の見地によ っ

て 把握する こと に より､ 今 日多様か つ 困難な課題を抱え

る外国人生徒 へ の指導の み ならず､ 日本人生徒 へ の指導

課題を克服する教育課程再編 へ の視座や筋道を浮き彫り

に して いく こと にする ｡

こ の た め に ､ まず生徒に対し非日常的に営まれ る学校

儀礼
･

学校行事場面､ すなわ ち ｢修学旅行｣ や ｢ 校内進

路説明会｣ を ､
ま た学校組織が地域社会と連携する対外

的行事として ､ 外国人生徒と保護者を対象とする ｢伊賀
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学校組織にお ける ､ 外国人生徒の高校進学 に焦点づ けた教育課程再組織化の 過程

表 3 M 中学校規模 と そ の 年度推移

職 名

第 Ⅲ 期 第 Ⅳ 期

'

0 0 年度
'

0 1 年度
'

0 2 年度
'

o 3 年度
跡

'

0 4 年 度
l

'

0 5 年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

校長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

教頭 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

教諭 Eq 1 3 2 4 14 Eq 2 5 13 Eq 2 4 1 3 1 2 2 5 Eq 1 5 2 6 1 0 1 5 2 5

期付講師 2 3 5 2 3 5 2 3 5 4 4 1 9 1 0 4 3 7

臨時講師 2 2 2 2 1 1 1 1

非常勤講師 3 3 1 2 3 2 1 3 1 3 4 1 1 2 2

養護教諭 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

事務職員 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

用務員 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

サ ポ ー タ ー

1 1

合 計 15 2 2 3 7
l
1 9 1 9 3 8 1 9 2 0 3 9 1 6 2 4 4 0 1 5 2 8 43 1 6 2 5 4 1

地 区高校進学ガイ ダ ン ス｣ に つ い て考察を加える｡ その

後､ 日常的な教育的営為と して ｢ 教科指導｣ や ｢ 生活指

導｣ ､ こ れ を実現する教師集団再組織化の 実際に 注目し

て検討して いく ｡

こ こ で の留意点は､ 学校儀礼の非日常的な精神性が､

実 は教科指導や生活指導など の 日常の教育活動を根底か

ら支え ､
か っ 組織と し て の学校に おける営為をも円滑に

進める働きを有する こと で ある｡
5)

2 . 高校進学をめざす教育課程再組織化に い

たる経緯と学校組織をめ ぐる社会的背景

既述の よう に ､ 外国人登録者数が は ぼ 4 . 6 % を 占める

現伊賀市で は､ 外国人 へ の 日本語学習と生活支援の ため

の 日本語ボ ラ ン テ ィ ア組織 ｢伊賀日本語 の会｣ が
'

9 3 年

に 結成され て い る｡ こ う した地域背景をもち ､

'

9 0 年代

前半に来 日した子供たち は､ F 教諭 の M 中学校赴任と

は ぼ同時に 入学して きた｡ 学校側は保護者と共に ､ 兄姉

と同様に彼らが高校合格を果たすもの と期待して い た に

もかか わらず､ 図 3 ･ 1 番生徒の よう に､
'

0 0 年度末の高

校受験で失敗する事例が生じた｡ こ れ ま で在籍した先輩

生徒たちより滞日が長く､ 学力面で も確実と錯覚され て

い たため に ､ 関係者
一

同大きな衝撃を受けた｡

生徒 の 両親や ボ ラ ン テ ィ ア組織を含む地域の学校外部

者の みな らず､ 学校内部者に と っ て も生徒 へ の指導態勢､

すなわち教育課程の実際は自明の領域､ つ ま り
' '

B l a c k

B o x
' '

の 状態 で あ っ た｡ そ の ため ､ 関係者 たち は こ の よ

うな生徒たち の 勉学 へ の意欲や構えを含む生活の様態を

質的に把握する ことが急務の課題と受けとめた｡

と こ ろ で ､ F 教諭着任以前の外国人生徒 へ の M 中学

校内の 指導態勢に 関する歴史的経緯をみると､ 図 1 の 通

り､ 順 に
'

9 1 -
'

9 5 年度を第Ⅰ期､
'

9 6 -
'

9 9 年度は第 Ⅱ期､

園1 ｢ 日本語学習室｣ 成立 に至 る経緯

期 年 度
担当 呼 称 指導 指導方針 の

職名 (生徒 の 所属先) 形態 明 文 化

Ⅰ

期

'

9 1 -
'

9 5 講師
ひ ま わ り学級

( 当該学級)
半 日 な し

Ⅱ
'

9 6 -
'

9 9 講師
日本語学習室

全 日
外国人生徒指導

期 (
'

9 6
.
9 - 原学級) の 基本方針

Ⅲ
'

0 0 -
'

0 3 教 諭
日本語学習室

全 日
日本語学習室指

期 (原学級) 導方針

Ⅳ
'

0 4 - 講 師
日本語学習室

全 日
日本語学習室指

期 (原学級) 導方針

†

oo -
'

0 3 年度が第Ⅲ期､ さ ら に
'

0 4 -
'

0 5 年 度を第Ⅳ 期と

区分で きる｡ す なわち､ ｢ 日本語学習室｣ の 前史と い え

る第Ⅰ期の ｢ ひ ま わり学級｣ 当時は､ 母国の教育 シ ス テ

ム に倣 っ て 生徒たちは半日学習活動で あり､ 担当者も非

常勤講師と して 指導活動を試みて ､ 学校 の分掌組織に正

式に位置づ けられ て い なか っ た ｡ こ の 点 は､ 第 Ⅱ 期 の

日本語学習室で も同様の扱い で あ っ た が ､

'

9 6 年 9 月 以

降､ 半 日指導か ら全日指導に制度変更され､ ま た生徒の

所属は日本人生徒と共に ｢原学級｣ 所属となるな ど､ 徐々

に 日本語学習室の 組織化が進め られた ｡ た だ し､ 次頁図

2 - 1 に 明らか なよう に ､ こ の 時点 で も､ 実 は日本語学

習室は明確な分掌上の 位置を与え られ て い なか っ た｡ す

なわ ち､ ｢ 日本語学習室｣ の 名称を冠さ れ たが ､ 学校要

覧に 記述さ れた ｢外国人生徒指導の基本方針｣ 内 の学校

教育目標に は外国人生徒に関する目標 は明記され て い な

い こ と に表れ て い た｡

第Ⅲ期
'

o 2 年度 に ､ ｢ 日本語学習室｣ は ､ よ う や く学

校分掌組織上に名実ともに位置づ けられた ｡ ち な み に ､

着任以来､ 教育研究推進委員会 (通称､ 教研委) 委員で

あ っ た 日本語学習室担当の F 教諭 は ､ 図 2 - 1 - 3 に み
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図 2 - 1
′

o o -
'

0 1 年度 M 中学校組織運営囲

行事企画委員会

人事委員会

就学指導委員会

予算委員会

防災委員会

学校保健委員会

文書管理委員会--I-
｣

渉外 事務

P T A

市教 研

上同研

中体連

福利担当

行事企画委員会

人事委員会

就学指導委員会

予算委員会

防災委員会

学校保健委員会

文書管理委員会

研究指導

教務 安全指導 生徒指導 学習指導

l
生徒指導

教研推進委員会(校長
･ 教頭･ 教研 ･ 生徒会委 ･ 生徒指導

委 ･ 同和教育推進委 ･ 障害児教育 ･

日本語学習室担当)

障害児教育推進委員全

生徒指導委員会

同和教育推進委員会

生徒会委員会

修学旅行検討委員会

卒業 ･ 入学式検討委員会

特別委員会 ･ ･ 初任者研修委員会

学年 ･ 学級

道徳

教科 - 1 0 教科

障害児教育

同和教育

視聴覚教育

図書館教育
コ ンピュ ー

タ教育

進路指導

特別活動
ー
~

芸霊宝
活動

園 2 - 2
'

0 2 -

'

0 3 年度 M 中学校組織運営図

校長 - ｢ 研軍部

校内研修

l
学年教研

P T A

市教研

上同研

中体連

福利担当

｢

研究指導

教務 安全指導 生徒指導 学習指導

3
スク

ー ル
,
カウ ンセ リング 生徒指導

教研推進委員会(校長 ･ 教頭 ･ 教研 ･ 生徒会委 ･ 生徒指導

委 ･ 同和教育推進委 ･ 障害児教育
･

日本語学習室担当)

障害児教育推進委員全

生徒指導委員会

人権 ･ 同和教育推進委員全

生徒全委員会

修学旅行検討委員会

卒業 ･ 入学式検討委員会

特別委員会 ･ ･ 初任者研修委員会

図 2 - 3
′

0 4
-

′

0 5 年度 M 中学校組織運営国

学校長

l
教頭

研究指導

学年 ･ 学級

道徳

教科 - 10 教科 ･ 選択教科 ･ 総合 ･ 朝の読書

障害児教育

人権 ･ 同和教育

情報教育

図書館教育

日本語学習室指導

環境教育

進路指導

特別活動 ~~
｢ 二霊芝芸

活動

初任研

渉外

[
P T A

市教研

上同研

中体連

福利担当

安全指導 生徒指導 学習指導

｢
~

1
スク

ー ル
,
カウ ンセ リン グ 生徒指導
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教務

学年 ･ 学 級

道徳

教科 - 10 教科 ･ 選択教科 ･ 総合 ･ 朝の読書

障害児教育

人権 ･ 同和教育

情報教育

図書館教育

日本語学習室指導

環

進路指導

特別活動
ー
~

霊芝蓋
活動



学校組織に おける､ 外国人生徒の高校進学に焦点づ けた教育課程再組織化の過程

るよう に ､ 教研委組織図内に 日本語学習室が委員会と し

て表示されなか っ た が ､ 学校組織の動きを全体とし て掌

握できる教研委メ ン バ
ー

の 位置を活用して 高校進学を実

現する ｢ 日本語学習室｣ の 経営方針と指導の 具体案をも

とに他分掌に働きかける こ とが できた ｡ すなわち､ 管理

職教師をはじめ学校内の 他分掌の教師､ とくに原学級担

任との 実質的な協働作業が可能とな っ た の で ある｡

学校内部者とし て の F 教諭 に よる ､ こ の よ うな組織

化 へ の 営為は､ た とえば ｢ 校内進路説明会｣ を出発点に､

さ ら に学校外部の地域ボ ラ ン テ ィ ア組織 ｢ 伊賀日本語の

会｣ や ､ 県教育委員会 ･ 教育事務所な どの 教育行政当局

の 財政的援助 (地域ボ ラ ン テ ィ ア やゲ ス ト テ ィ ー

チ ャ へ

の 謝金な ど) を得る こと に より､ 小学校や高校との連携

に よる ｢ 伊賀地区高校進学 ガイ ダ ン ス｣ の 設定に結び つ

く こととな っ た｡

以上の よう に
､ 学校組織論の 観点か ら観察すると､ 旧

上野市立 H 小学校と共に外国人生徒の通学拠点校であ っ

た M 中学校の ｢ 日本語学習室｣ に よる 1 5 年 を超える足

跡は､ 学校組織が外国人生徒 へ の 進路指導を軸に ､ 地域

社会に よる影響を直接間接に 受け､ 徐々 に展開し変容し

て 自己組織化を遂げて きた事実を如実に物語るも のと い

える｡

3 . 高校進学をめ ざす教育課程再組織化

の 過程

すで に み て きた よう に
､ 日本語学習室担当の F 教諭

は
､ 前年度 Ⅱ期ま で の ｢ 外国人生徒指導の 基本方針｣

を 一

部踏襲しなが らも､ 新 たな カ リキ ュ ラ ム 編成は同学

習室に よる単独試行で はなく ､ 原学級担任､ 学年主任､

お よび生徒指導な ど の各分掌担当者との協働授業を含む

｢ 日本語学習室指導方針｣ と して 実施し て きた｡ こ の 背

景に は､ す で に図 1 に 示 した第 Ⅱ 期で の 外国人生徒 へ

の ｢ 指導 の基本方針｣ が ､ 日本語学習室で の生徒の学習

を成立させる経営方針や手立て を明示 して こなか っ た点

があるか らで ある ｡

既述 の よう に ､ 学校組織を実質的に進める教研委の
一

人 に位置づ けられ て い た日本語学習室担当 F 教諭 は､

学校全体の情報を得て ､ 外国人生徒が滞りなく学校内の

教育活動に取り組め るよ う に具体的な手立て を事前 に

｢仕組む｣ こ とが可能で あ っ た｡ そ こ で ､ F 教諭 は ､ ま

ず外国人生徒が M 中学校の 成員とし て の 自覚 と誇り を

持 っ て学校生活を生き抜く ことを目標にすえた｡ そ れ は､

彼 らが社会共同体の
一

員 とし て本国で あれ ､ 日本で あれ

生きて いくため に は､ 基本的な知識技能を習得 して
一

人

前 の社会人となる こ とが必須の鍵に なると受けとめ て い

たから で ある｡

と こ ろが､ 第 Ⅲ期以前か ら在籍する生徒の中に は､ 教

師や日本人生徒との コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン が取れず､ 不登

校生徒や退学生徒が少なか らずみられた｡ 他方 で は､ 小

学校や中学校を卒業する こと の困難な低学力の 生徒が い

た｡ こ の実状か ら､ 外国人生徒が
一

人前 の 社会人とし て

将来の方向を見定め なが ら生き て いくため に は､ 中学校

第 1 学年か ら 3 年間 の生活を卒業まで た どり着き､ そ の

間 に高校進学で きる学力を彼らに身に つ けさせ る こ とが

急務の課題と考え られ た の で ある｡

そ こ で ､ F 教諭は､ まず外国人生徒や家族が実際に ど

の よう に困 っ て い る の か そ の実際を把握す べ く家庭訪問

を繰り返し､ 併 せ て 地域ボ ラ ン テ ィ ア活動を通 して 外国

人生徒の家族生活を あり の まま に把握するよう に努めた｡

図 3 外 国人生徒の事例

性 国 来 日学
家族構成

修学旅 保健便
家族の 様子

引越 家妖 の 母国帰 卒業時 現在 の ｢ 伊賀日本語

別 袷 校段階 行参加 り翻訳 回数 入 院 国経験 進 路 進 路 の 会｣ 参加

1 女 ペ
小 1

S 県
父母弟 2 育 無

小 2 時 弟誕生

火事遭遇
4 回 育 蘇 定 定

母 本人

弟2

2 男 ペ 小 1 父母弟 2 育 蘇 中 2 時 弟誕生 1 回 育 育 全 四年大学 本人 弟

3 女 ブ 中2 父母妹弟 育 育 家事の 中心 3 回 育 無 就職 就職 母

4 男 ブ 小 4 父母姉 育 無 家事手伝 う 1 回 無 蘇 就職 就職

5 男 ブ 小 3 父母 育 無 学習環境有 1 回 無 育 全 全 母 本人

6 男 ペ 煤 父母姉弟 育 無 1 番の 弟 4 回 育 無 全 全 母本人姉弟

7 男 中 中 1 父 母姉 無 育 2 回 有 無 全 退学 姉 本人

8 女 ペ 小 6 父 母弟 育 育 母2 回帰国 ■3 回 育 育 定 定 母 本人 弟

9 男 ブ 小 2 父母姉 2 無 無 火事 に 遭遇 5 回 育 無 就職 無職

10 男 ペ 小 5 父母姉 育 育 8 番 の 弟 3 回 育 育 全 全 母 本人 姉

● 国籍 の 欄 の ｢ ペ｣ は ペ ル ー

､
｢ ブ｣ は ブラ ジ ル ､ ｢ 中｣ は 中国 を 示す｡ ● ｢ 定｣ は定 時制高校､ ｢ 全｣ は全 日制高校を示す｡

● ｢ い ろ は キ ッ ズ｣ は ､ ｢ 伊賀 日本語の 会｣ 内に
'

0 1 年度結成 の 外国人児童生徒 の 高校進学 に向けた学習支援組織 ｡ 毎 週土曜

夜 7 時 か ら開始 ｡

-
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表 4 外国人卒業生 の進路 と年度推移

期 第 Ⅰ期 第 Ⅱ 期 第 Ⅲ 期 第 Ⅳ 期

年度
'

9 1
'

9 2
'

9 3
'

9 4
'

9 5 合計
'

9 6
'

9 7
'

9 8
'

9 9 合計
'

0 0
'

0 1
'

02
'

0 3 合計
'

0 4

全 日制 高校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 3 4 0 9 5

定 時制高校 0 0 0 1 1 2 3 1 1 1 6 1 0 0 1 2 0

ブ ラ ジ ル 人学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 1

就 職 .

そ の 他 0 1 1 0 1 3 3 6 5 3 1 7 3 4 2 2 匹】 2

帰 国 1 0 0 0 0 1 0 0 0 l 1 0 1 1 0 2 0

合計 1 1 1 1 2 6 6 7 6 6 2 5 8 8 7 3 2 6 8

定時制高校

過年度分

0 0 1

'

9 2

0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

'

0 0

0 0 1 0

外国人生徒自身の視点に立ち､ 日本文化と異なる彼ら固

有の生活や文化的背景を観察して ､ 生徒相互の 関係づく

り に関わる ｢ 潜在的カ リキ ュ ラ ム｣ を発見し､ こ れ を基

盤に既存の 教育課程を再編し つ つ 日本語習得の カ リ キ ュ

ラ ム を作成した｡ こ の場合､ 外国人生徒に と っ て の潜在

的カリ キ ュ ラ ム と は ｢ 学校や学級生活の 中で生徒たちが

習得 しな けれ ば生き抜い て い く こ と の で きな い報酬の体

系｣ と い う P .
W

. J a c k s o n に よ る概念枠組に依拠する｡

例 えば ､ 原学級で 日本人生徒と共に外国人生徒が活動

で きる よう に ､ 学校生活に お い て 日本人生徒が通常馴染

ん で い るはずの習慣や行動 の 手順 を､ M 中学校 で 過去

に文書化され た ｢
一

日 の学校生活｣ と ｢ 中間 ･ 期末試験

の受 け方｣ を手がか り に再構成 し､ 外国人生徒たち の母

語で 翻訳した｡ ま た､ 修学旅行や体育祭の 前日か ら当日

ま で の ｢ 生徒 の準備活動｣ に 関する文書も外国人生徒の

ため に再構成して ､ 事前指導に活用した｡

当時､ 管理職教師の指揮下に あ っ た 日本語学習室担当

者は ｢ 進路説明会｣ や新入生 へ の ｢ 中学校説明会｣ ､ ま

た入学式終了後に開催される ｢ 日本語学習室説明会｣ な

どの学校行事活動の原案を外国人生徒や保護者の ため に

作成 し事前準備して きた｡

と こ ろで
､
す で に触れたように 社会共同体の成員とし

て の知識､ 技能 の修得に主眼を置く日本語学習室で の 指

導で は､ 外国人生徒の実態把握 に際し､ 次 の 2 点 に 注目

する｡ すなわ ち､ 第
一

点 は彼 らの 家庭や地域で の 日常生

活を事実に即し て把握する｡ 第 二 点 に は生徒の保持する

現時点で の学力水準に つ い て把握する｡ そ こ で ､ 第 Ⅲ 期

初年度に算数の計算力を外国人生徒の み調査 し､ 翌
'

0 1

年度から数学の 授業で全校生徒の 計算力調査を試みた｡

'

o 3 年度以降数学の計算力と併せ 日本語調査も実施した｡

こ の よ う に ､ 生徒たちが入学後の 早い段階で ､ 日本語の

会話力に 関わ らず､ 数学と日本語 に つ い て の簡単な学力

測定テ ス ト を試み る必要があ っ た｡ こ の 測定結果が日常

の教科指導や生活指導場面で生かされ る こ と に なるから

で ある｡

ま た､ 外国人生徒が M 中学校の
一

員 と し て の 自覚と

誇りを持ち､ 学校生括を送り うる指導目標を実現するた

め に は､ 名分掌に ある教師た ちが同様の精神を共有 しう

る教師集団の組織化が何よりも肝要と考えられた｡

こ の よ うな前提 にもと づ き､ 教育課程再編の過程を具

体的に考察して い く に あた っ て学校の提示する教育活動

の う ち､ まず ｢非日常的な教育活動｣ を取り上げ､ 次 に

｢ 日常的な教育活動｣ に つ い て み て いく｡ そ の 際､ 前者

の活動が後者の 日常的な営為に い か に影響を及ぼ して い

るか その 様態をも明らか に し て いく こと にする｡

(1) 非日常的な教育活動

①学校儀礼と して の ｢ 修学旅行｣ が生徒に与える

象徴的意味

外国人生徒の 修学旅行 へ の参加有無は､ 生徒本人の

今後の学校生活全体ひ い て は進路 へ の 意欲や構えと い

う生徒の内面に関わる重要な作用を及ぼす｡ すなわち､

外国人生徒は学校の 同輩生徒と共に集団宿泊を伴う修

学旅行を体験して初め て学校や地域社会以外の世界､

す なわち日本の生活様式や文化を実際に経験し､ 視野

を広めか つ M 中学校の 生徒とし て の 自覚 や勉学 へ の

意欲を学ぶ機会を得る｡

と こ ろが ､ 実際 に は教育 シ ス テ ム の異なる異文化圏

の保護者に ､ 修学旅行の意義を母語で説明する ことは

きわめ て困難な作業で ある｡ ま た他面で ､ 保護者は必

要経費を心配する｡ そ こ で ､ M 中学校で は入学時点

で担任が保護者に修学旅行の 必要経費と同時に ｢就学

援助｣ 制度 へ の 申請と手続 きを説明助言する｡ こ の た

め に は､ 事前 に原学級の担任教師と保護者が就学援助

の 申請手続きが で きる よう準備作業を要するが､ こ の

過程で相互の意思疎通が促進される｡ こ の こ とば ､ 図

3 に 示す ｢修学旅行参加の 有無｣ と就学援助が相関 し

て ､ 進路 に結び つ い た事例か らも看取で きる｡

と こ ろ で ､ M 中学校で は ､ 例年 5 月 に 第 3 学年生

徒を引率して長崎 へ の 修学旅行を試みる｡ こ の 際､ 積

み上げ学習と して ､ 生徒は第 1 学年 に 近江八幡 へ の 社
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会見学や福祉体験学習を､ ま た ､ 第 2 学年 で は大阪 へ

の社会見学や職場体験学習を経験する｡ すなわち､ 日

本語学習室で は､ 各学年の社会見学地やそ の調査内容

を地理教材､ 歴史教材､ お よび日本語教材とし て各学

年度当初から取り入れ､ 修学旅行に 向け て生徒たち の

動機づ けを図る｡ た とえば､ 見学地で原学級の 日本人

生徒と共に外国人生徒が班活動で きるよう に事前学習

に力を入れる｡

こ の た め に ､ F 教諭は外国人生徒の抱く不安を予め

聴取し つ つ ､ 学年主任と連携して母語訳した ｢事前学

習｣ の文書を作成する｡ こ の よ う に ､ 原学級で担任教

師が生徒全員に修学旅行の事前指導する際の文書資料

を予め母語訳し準備する こ と で ､ 同学年の教師全員に

役割分担と責任の 範囲を確認させ る ことが で きるよう

に な っ た｡

こ の よう に して学校行事を終了後､ 生徒たち に修学

旅行に関する感想文や学級新聞づくりをさせ る｡ 生徒

たちが修学旅行から学習する意味合い は､ 日本人､ 外

国人を問わず､ そ の後 の生徒自身の学校生活､ と りわ

け勉学 へ の意欲や構え に効果的に 表出される｡

以上 の よう に ､ 見学調査から修学旅行に い たるま で

学年段階を通して生徒の事前学習を積み上げて 当日を

迎える｡ 生徒たちは事後学習を経て そ の本来の意味を

確認する ことが明らかとな っ た｡

②外国人保護者
･ 生徒 へ の ｢ 校内進路説明会｣

第 Ⅲ 期
'

o 1 年 か ら毎年 7 月夜間に 2 時間を要 し て

｢ 進路説明会｣ が外国人保護者と生徒た ちを対象 に ポ

ル ト ガ ル語､ 中国語､ お よび ス ペ イ ン語通訳ボ ラ ン テ ィ

ア の協力で実施され る｡ こ の説明会で は､ 保護者の抱

く切実な質問に対し具体的に回答がなされ､ 保護者を

はじめ学校内外の関係者が相互理解を図る場となる｡

た と えば､ 全 日制高校志望生徒の保護者から事前に

質問を受けて い た進学に要する総経費に つ い て ､ 説明

会当日ま で に高校に問い合わせ るなど準備した｡ さ ら

に高校 へ の入学可能性､ 入学定員､ ま た定員割れの場

合入試の有無､ 学資の 融資制度､ ま た高校卒業後の進

路な ど多くの 質問を受けた｡ 当 日質問の あ っ た奨学金

制度は､ すで に申込期限が過ぎて おり､ 母語 に よる事

前説明の 必要性が こ こ で 明らか に な っ た｡ 同時 に ､ 外

国人保護者は予想以上に わが子の 将来に向け高校進学

を望むもの の 多い こ とがわか っ た ｡

こ の よう に ､ 学校は外国人生徒と保護者を対象とす

る ｢進路説明会｣ を通 して 地域 ボ ラ ン テ ィ ア と協働作

業を試みる ことが で きる｡ こ の こ と ば､ 図 3 に もみ ら

れるよう に ､ 保護者がわが子と共に母語で気兼ねせず､

相談 に乗 っ てくれる人が､ 先輩生徒をはじめ地域や学

校に い る ことを認識する機会とな っ た ｡ ま た ､ 翌
'

o 3

年度 に は､ 県行政に も働きかけ て ､ 通訳 ボ ラ ン テ ィ ア

3 名 に少額ながら謝金を予算化で きるよう に な っ た｡

ち な み に ､ M 中学校の 出身者で あ り､ 日本語学習

室を学校組織 に正式に位置づ ける推進力とな っ た管理

職教師は､ 保護者と生徒に 向け て次 の ような趣旨の挨

拶を行 っ た｡ す なわ ち ｢ M 中学校 は､ 不十分なが ら

日本語担当教諭を窓口 に全力を挙げて皆さんを支援す

る｡ 生徒たちは､ 将来日本で生活する人､ ま た国に戻

る人もい るだろうが､ 彼 らが現在を懸命に努力すれば､

そ れ は将来に お い て必ずや力に なると思う ｡ ｣ と保護

者と生徒たちばかり で なく､ 教師たち に も活動の意味

づ けを与える学校の指針を提示し助ました｡

以前､ 学校内で外国人生徒の指導がい か に 困難で あ

るか の現状を教育委員会に訴え､ 要望書の提出に終始

して い た教師集団が ､ そ の時点から教師自ら可能なこ

を具体的に始めるよう に な っ た｡ 管理職教師は ｢ みん

な の意向で 日本語学習室をどう組織に組み入れるか教

研会議で
一

年か け て 話合 っ て い こ う｣ と F 教諭た ち

を励ま し つ つ ､ 学校 の組織づくりをリ
ー

ド し た｡

③ ｢ 伊賀地区高校進学ガイ ダ ン ス｣

第 Ⅱ期ま で ､ 外国人生徒 は定時制高校 に全員合格

で きた｡ と こ ろが､ 第 Ⅲ期
'

o o 年度卒業 の 図 3 ･ 1 番

生徒は定時制高校に不合格という意外な結果とな っ た｡

こ の 背景に は､ 家庭訪問や三者懇談会に皆出席の 母親

に よれば ､ 担任教師はわが子の 学力 レ ベ ル に つ い て 何

も触れず､ 合格で きると思い込ん で い たと いう｡

こ の 事例か ら､ 保護者は子どもの 進学に関する あり

の まま の 実態を ポ ル ト ガ ル 語な どの 母語で情報提供を

望ん で おり ､ そ れ は滞日の長 い生徒や保護者も同様に

あ て はまる ことが明らか にな っ た｡ 同時 に ､ 日本語学

習室で は､ 外国人生徒が高校進学 へ の 道を学力の 裏づ

け に よ っ て 開きうる よう に､ 学校組織が地域社会と連

携するこ との 必要性を痛感した｡ そ こ で ､
'

0 1 年度 に

M 中学校で開催された外国人 へ の ｢ 進路説明会｣ 終

了後､ ｢ 三重県国際教育協会 ( M IE A )｣ と ｢ 伊賀日本

語の会｣ が中心に なり､ 伊賀地区に居住する外国人生

徒の ため の ｢ 高校進学ガイ ダ ン ス｣ が開催された｡ M

中学校から図3
･

2 番生徒も通訳ボ ラ ン テ ィ ア と共 に

そ の ガイ ダ ン ス に 出席した｡

翌
'

0 2 年度 に M 中学校 に お い て 外国人保護者 ･ 生

徒 へ の第 2 回 ｢ 進路説明会｣ が開催された｡ そ の取り

組みを土台に ､ 教育行政当局と地域の ボ ラ ン テ ィ ア組

織等との協働で M 中学校外国人生徒の 母校で あり ､

拠点校で もある H 小学校体育館を会場に ､ 近隣地区

の外国人児童生徒や保護者､ 原学級担任教師､ 外国人

卒業生徒の進学先高校の教師を招き､ ｢ 伊賀地区高校

進学ガイ ダ ン ス｣ を開催するこ と に な っ た｡

外国人生徒にわか る日本語を母語で 通訳しなが ら高

校進学 に関する情報の伝達を試み ､ ま た進学した先輩
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生徒か ら の講話に より在学生徒は励まされ､ 先輩生徒

自身に と っ て も今後の 生き方の 指針とな っ た｡ 保護者

に は､ わが子 の進路 に つ い て 具体的で真剣に考え られ

る機会とな っ た｡ こ れ ら の
一

連 の取り組みが､ 教育行

政と学校教師と地域と の相互関係づくり にも貢献した｡

第 Ⅰ期か ら第Ⅳ 期ま で の外国人生徒の進路状況を示

す表 4 か ら窺える よう に ､ 生徒 の進路 は多様 に分化し

て い る｡ 第 Ⅲ期 の 日本語学習室がめ ざした ことは､ 生

徒が中学卒業後の 進路を自ら選択で きる力を育成する

ため の 環境を創出する こと にあ っ た｡ す なわち､ 第 Ⅱ

期 に みられた就職や定時制高校とい う限定さ れた生徒

の進路を､ 彼 ら自身が将来を見据え なが ら ｢ 就職｣

｢ 定時制高校｣ ｢ 全日制高校｣ へ と各自の意味づ け の も

と に能動的に選択で きる学校指導態勢および地域環境

を創り出すこ と で あ っ た｡

外国人生徒の高校進学を明確に意図して学校内を組

織化 して いく ､ か か る取り組み は､ 実 は今後外国人生

徒 へ の 教育全般に対 して 学校が組織とし て地域や教育

行政当局との共通理解を果た し つ つ 協働し て い く基盤

を提供したも の と い う ことが できる｡

(2) 日常的な教育活動

①教科指導の土台をなす潜在的カ リキ ュ ラ ム

日本語学習室在籍の 生徒は､ 滞 日年数がそれぞ れ異

なり､ 母国と日本を行き来する生徒もい るため ､ 日本

語と母語の習得や学力の 程度が多様に異な る｡ ま た､

生徒たちは､ 当然の こ となが ら各々 の出身国が異なり､

そ の文化背景も異な る｡

こ の よ うな外国人生徒 へ の見方と して ､ 教師は､
一

般 に 日本語を話せ る生徒は学校の勉学がで きると思い

込む｡ と こ ろが ､ 生徒は実際に は教科や授業内容を理

解し て い な い 場合が多い ｡ そ こ で ､ 生徒個人の 日本語

会話力に 関わ らず､ 本人 の学年相応の 教科内容に 図絵

を多用 して 視覚に訴え､ 彼 らの 得意とする母語を使用

させる｡ そ の 際 に ､ 生徒間の 関係づくりを通し て 切瑳

琢磨の学習効果をめざすこ の 手順は､ 生徒 に と っ て の

｢ 潜在的カ リキ ュ ラ ム｣ と なる｡ こ の こ と ば､ 同時 に

教師に と っ て の ｢ 潜在的教授法｣ で あり､ 教師 に よる

教材開発 へ と結びつ く｡ 生徒た ちは､ こ の よ う に教科

内容を十分に理解し学習する経験を経て ､ 将来 に希望

をもち ､ 異文化空間で あ る日本の学校生活 に不登校に

な らず､ 仲間とともに ｢ 生き抜く力｣ を得る こ とがで

きる｡

ちな み に ､ 生徒 は学校外家族生活に お い て ､ 病気 の

同郷人の ため に 医療関係者との 間で不明の 日本語通訳

を任され る苦 しい 状況に追い込まれる｡ こ れ ら に該当

するケ
ー

ス は､ 図 3 の 1 ､ 3 ､ 4 ､ 6 ､ 7 ､ 8 ､ 9 ､ お よ び

10 番生徒た ち の場合で ある ｡ こ の よ う に ､ あ る生徒

は実際に両親が病気に なり､ 他 の も の は自宅の 転居を

複数回経験して ､ 自 ら の会話力を超え異国の 地で家族

生活を支え る担い手とならざるを得な い状況に ある｡

日本語学習室で は､ こ の よ うな生徒を めぐる生活背

景を手がか り に ､ こ れ らを理科単元 ｢人 のか らだ｣ と

結び つ け ると､ こ の再編された単元は外国人生徒に と っ

て切実な教材となる｡ すなわ ち､ 本来なら中学 2 年で

の学習単元で あるが､ 第 1 学年か ら毎学年母語と 日本

語との併用で新た に カ リキ ュ ラ ム を作成する｡ こ の 反

復学習の理 由は､ 生徒はた とえ日本語で 内臓名を述 べ

て も､ 自国語で そ の 内臓名を確認すると､ 実 は理解し

て い な い場合を発見するか ら で ある｡

他方､ 中学校 2 年 で来日した図 3
･ 3 番生徒 の事例

で は､ こ の 人体の 仕組み に つ い て母国で 既習済みと い

う｡ こ の生徒に ｢ 日葡辞書｣ の使用法を教え ると､ 積

極的に辞書を引い て ｢
一

人学習｣ が で き るよう に な っ

た｡ と こ ろが､ 小学校 4 年 で来日した 4 番生徒の場合､

母国 で ｢ 人体｣ に つ い て の学習経験が なく ､ 日本語 も

不十分な状態で内蔵名ばかりで なく ｢人体｣ そ の もの

の 理解がより困難で ある ことが判明した｡

日本語学習室で の教科指導は､ こ の よ う に 同学年で

も既習程度も内容も異なる生徒が複数学年混在し､ そ

の 上在日年数の異なる生徒を対象とするが ､ こ の 面 の

課題性に つ い て は注意が向けられ て い な い ｡ とく に図

3 ･ 9 番生徒の 場合､ 小学校 で の 不登校を繰 り返 し ､

教科学習はもち ろん学校生活の 習慣が身に つ い て い な

い ｡ こ う した生徒の 事例は､ と りわ け深刻で ある｡

と こ ろで ､ こ れ ら の事例に みる生徒た ちは､ 全員自

負心を保持する｡ そ こ で ､ F 教諭 は彼ら の自負心を尊

重し､
一

見同じ教材で も彼 らが新た な気持ちで反復し

て 取り組め る類似教材や ス テ ッ プ幅 の小さ い応用教材

を数多く準備した｡ 生徒たち は､ 外見上真面目に授業

を受け毎日ノ
- ト を と っ て い るよう に見える｡ と こ ろ

が､ 彼 ら の見地か ら､ 実 は母語で も日本語で もわか ら

な い授業内容を忍耐して学習して い るとみなす必要が

ある｡ 彼 ら の忍苦を実 らせ るため に は､ 教師や家族に

よる励ましと､ 原学級の 仲間との関係の質が問われる｡

こ の点は､ 日本人生徒た ちの 場合に もあ て はま ると い

えるが､ 日本人教師に はとくに外国人生徒の 場合盲点

となる｡

と こ ろ で ､ 日本語学習室で は､ 理科を専門とする生

徒指導兼務の 40 代後半男性教諭 A に依頼し て ､ 在籍

の生徒対象に理科授業を毎週 1 時限宛 1 年間､ 理科室

で試みた｡ A 教諭 は､ た と え ポ ル ト ガ ル 語や ス ペ イ

ン語がわか らなく て も､ 日本人生徒の生徒指導と同様

に ､ 問題を起 こし て から外国人生徒に指導するの で は

なく､ 日本語で の授業を工夫する こと に よ っ て彼 らの

実態を日常的に把握しよう と考え て い た｡
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A 教諭は､ 当初実験器具の名称や顕微鏡 の使 い方､

花 や人体の しくみな どを指導しようと したが ､ 異学年

集団で 出身国が異なり ､ 日本語と母語の それぞれ の力

が異なる生徒たち の 集ま る授業で は､ 生徒たち の会話

内容を理解で きず､ 当初彼ら の授業態度が悪い と叱責

するなど､ 相互 の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン が困難だ っ た｡

そ の授業場面に 臨ん で い た F 教諭 は､ そ こ で ､ 日

本語叱責の ｢ コ ラ !｣ は ポ ル ト ガ ル 語で ｢ の り｣ を意

味し､ 教師 の 叱責中に生徒が思わず笑い 出した日本語

学習室で の エ ピ ソ
ー

ド を A 教諭と生徒 たち に紹介 し

た｡ こ れ を聞 い た A 教諭 は､ 生徒 の 突然の 笑い が異

文化に よる笑い で あり､ そ こ に生徒と ユ ー モ ア の精神

で 接するこ と の重要性を理解するよう に な っ た｡

A 教諭は､ そ の後 ､ 平易な 日本語で ゆ っ くり説明

し具体物を見せ るなど､ 場合 に応じ て生徒の母語を教

師が学ぶ な ど､ 生徒 の見地から潜在的教授法を編み出

した ｡ こ の よ う に し て ､ A 教諭は生徒が飽きない で

反復練習で きる教材開発や教授法の必要を認識するよ

う に な っ た｡ ま た､ A 教諭 は 通訳をはさむ こと なく ､

自身の 言葉で生徒と葛藤 し つ つ 1 年間授業を継続した｡

生徒たち は､ こ の よ うな A 教諭 の努力を十分 に理解

し尊敬して ､ 理科授業を楽しみ にする よう にな っ た｡

こ の こ と は
､
A 教諭が生徒を諭す生徒指導面で も

適用され ､ こ の様子を見て い た学年主任も感化され､

生徒 にわか る日本語で 自ら生徒に説く よう にな っ た｡

生徒は
一

見反発する素振り をみせるが ､ 逃避 の場とし

た日本語学習室から､ や が て 自分の属する原学級に復

帰 して い っ た｡

日本語学習室の生徒たち は､ 理科学習の総括として ､

日本語と母語の併記された ｢ 人の からだ｣ を模造紙に

描き ､ こ の 人体図を保健室や近隣校の H 小学校や幼

稚園に届 けた ｡ こ の よ うな積み重ね学習は､ 彼 らが通

訳とし て 家族の 役に立 っ 自信と喜びを体験するための

有効な準備場面とな っ た｡ 彼 ら の勉学意欲は､ こう し

た日常生活に 根ざす ｢潜在的カ リキ ュ ラ ム｣ を手がか

りとする潜在的教授法と並び日本人生徒 へ の カ リキ ュ

ラ ム 再編 の過程に も見い 出しうるもの と い える｡

②生活指導の土台を なす潜在的カ リキ ュ ラ ム

外国人生徒 は学校で褒賞されるより叱責される場面

の方が多い ｡ こ れ は､ 教師が外国人生徒の問題行動の

原因を彼自身に あ るとみ なすから で ある｡ す なわち ､

教師は外国人生徒を ｢怠ける｣ ｢菓削ま子供の こ とより

金銭を大事に する｣ と受け止める傾向に ある｡ と こ ろ

が , 生徒は本人の 都合で はな い家族の事情を抱えて い

る｡ 日本語が十分で な い保護者は子供に頼り､ ま た会

社の 雇用が不安定な保護者は休暇をとり にく い の で ､

子供はそ の代理 を務める こ と に なる｡ こ の ような生徒

の 生活指導に関わる潜在的カリ キ ュ ラ ム と して ､ 次の
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二 側面を取り上げ､ 順 に み て いく こ と にする｡

1) ｢ 日本文化に根ざす会話法､ 所作法｣

外国人生徒は､ 周囲に い る日本人生徒や教師が 日

常頻繁 に使用する日本語を直ちに覚え る｡ 彼 ら の言

葉遣 いが荒れる の は､ 外国人生徒の性行に問題が あ

ると 日本人教師は捉えがちだが ､ 実 は日本人生徒や

教師が 日常無意識用い る言葉遣い を模倣するか ら で

ある｡
一

般 に ､ 日本語 で は男女間､ 目上と目下の間､

同僚間で ､ そ れ ぞれ敬語の 用法に差異が ある｡ 来 日

年数の 長い生徒で も､ 日本語の 会話指導がなければ､

場面 に適 した日本語の用法はわか らな い｡ こ れ を実

際の場面 に即し て指導すると､ 生徒は自らの 言動が

相手の表情や芦の調子で実際に どの よう に受け取ら

れ た の か感知で きる｡

< 事例 1 > 日本語学習室 へ の入室
･ 退出時の指導

高校入試の 面接や入社試験な どで の 入室や退出場

面を想定 して ､ 日本語学習室 へ の 入室と退出時の 言

葉遣い と礼儀作法の指導を授業内容と して取り入れ

た｡ 日本人生徒で も､ 今 日適切に作法出来ない もの

が多い ｡ 日本語学習室で は､ 状況 に応 じた日本語を

指導すると同時に ､ 母国と異なる日本の礼儀作法を

日常の生活指導面 で取り入れて い る｡

< 事例 2 > ｢ 美 し い 言葉遣い｣ の指導を求める生徒

M 中学校で は生徒が昼食と し て 弁当を通常持参

するが ､ 学校 で パ ン を購入する こともで きる｡ と こ

ろが
､ 始業前に購買の 予約を忘れた生徒の場合､ 教

師 に 申し出ると教師は パ ン の購入に 当たる｡ 来 日 4

年目の 女子生徒 は､ 昼食時直前に パ ン の購入依頼カi

多い ｡ あ る 日､ 職員室に いきなり入 っ て きた女子生

徒 は ｢ 先生､ 弁当忘れた｡ パ ン 買え｣ と学年教師の

一

人 に告げた｡ そ の場 に い た F 教諭 は他の 教師を

意識 して ､ そ の生徒に ｢ 先生､ お弁当忘れました｡

パ ン を買 っ て き てくださ い ｡ お願 い します｡ ｣ と修

正 して ､ 美 し い 日本語の 用法を指導した｡ す ると､

そ の生徒は これを素直に 模倣し学年教師に再度依頼

した｡ す ると､ ｢ は
ー い

､ わ かりま した｡ ｣ と そ の教

師はやさ しく応対した｡

そ の 場面をみ て い た他 の 教師たちは､ 彼女 に生活

指導上の 問題が ある の で はなく､ 場 に応じた日本語

の用法がわか らな い の だと理解した｡ そ の後､ 生徒

は学校生活に も落ち着きを見せ始め､ 他 の生徒と共

に F 教諭 に ｢ 椅麗な 日本語を教 えて｣ と指導を求

めるよう に な っ た｡

こ の よ う に ､ 状況 に即 した用語法を外Eg 人生徒に

指導する こ と に より､ 彼 らの 行動面に そ の効果が表

われる ことがわか っ た｡ な ぜ なら､ 教師たち の生徒

へ の評価が変化し､ こ の周囲の 反応は自分の言語法

に よる反映で ある こと に生徒自身が鋭敏に気づ い た
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か らで あ る｡ こ の よ うな事例 は､ 日本人生徒に もあ

て はま るもの と考えられる｡

2) ｢ 外国人生徒の欠席をめ ぐる指導法｣

M 中学校で は､ 生徒が欠席 の 場合 ､ 保護者か ら

学校宛て 直接に欠席理 由を連絡するよう に強く要請

する｡ な ぜ なら､ 生徒 に よる欠席が ､ 病欠な の か通

学途上 で事故等に あ っ て い な い の か を学校は掌握し

な ければな らな い から で ある ｡ そ こ で ､ 外国人保護

者か らの 連絡が なく生徒が学級を欠席した場合､ 担

任教師は ｢ ま たずる休み｣ と受け止める｡ と こ ろが､

そ こ に は日本人教師に わか らな い理 由がある｡ そ の

最た るもの は､ 保護者や生徒が 日本語で電話連絡す

る こ と へ の 大きな不安で あ る｡ ま た､ た と えば家族

の ｢ 引越し｣ で は､ 生徒 はそ の 度 に水道､ ガ ス ､ 電

気等の 手続きを踏み､ ま た ビ ザ申請の ため に ､ 働く

保護者の代理 を務めなければ ならな い ｡

日本語学習室で は､ こ の よ うな生徒の 困惑する場

面か ら ｢潜在的カ リキ ュ ラ ム｣ を発見 し授業づくり

を行う ｡ す なわち､ まず生徒に欠席理由を尋ね ､ 彼

が学校に電話で きなか っ た 理 由を母語で告げられる

よう にする｡ 生徒たち は､ 次 に 日本語で 説明の 仕方

を練習し､ 最終的に 日本語だけ で学級担任に理由を

伝え られるよう練習を重ね る｡ そ の後､ 生徒たちは

実際に職員室の学級担任に 日本語で 理由を伝え られ

るよう に な っ た｡ 教師た ちは こ の過程 で生徒 へ の 理

解が進み､ 生徒も自信を持 っ て 日本語 で理由を述 べ

る こ とが で きるよう に な っ た｡

外国人生徒が自分の 置かれ た状況を 日本語で表現

で きる技法の学習は､ 彼 ら自身を生活指導面で自立

させ る ことなる｡ 他方､ 教師 サイ ドで は､ 家族 の員

数だ け市役所や入管に行く回数が増え る外国人生徒

の 生活や保護者の 代理を務めざるを得な い ｢ 行政上

の 手続き｣ を教師自らが学ぶ こと に より ､ 教科 の カ

リ キ ュ ラ ム 開発 に 繋が る潜在的教授法を発見する契

機となる｡

②教科指導 ･ 生活指導と結び っ く カ リキ ュ ラ ム

< 事例 1 > ｢ 朝 の読書｣

M 中学校で は､ 学習指導要領の 改定 に伴 う ｢ 朝 の

読書｣ を
`

0 2 年度 4 月より実施する｡ 年度開始 か ら こ

の試みを円滑 に進め る べ く､ 前年
`

o 1 年度か ら教研委

員会で検討を加え､ 学校長をはじめ全学年教師が
一

丸

とな っ て学級内で生徒と共に教師も読書活動に臨むな

ど
､ 事前準備を進めて きた｡

た とえ ば､ 日本人保護者向け ｢朝 の 読書｣ 説明文書

を国語担当で教研委員の 教師が､ 外国人にわか る日本

語に再構成して ､ 日本語学習室担当が生徒に母語訳さ

せ阜指導をした｡ 次 に ､ 生徒 の在籍する原学級担任は､

日本語と母語に翻訳された文書を携行して各生徒の 家

族に説明してきた｡ 図書館担当教師は､ 生徒が本を持

参しな い場合も想定 して ､ 外国人生徒向けの 図書を購

入して 日本語学習室図書の 整備を図り､ 準備態勢を敷

い て きた｡

日本語学習室に在籍しな い 図3 ･ 5 番生徒 は､ こ の

｢ 朝 の読書｣ で ､ 日本人生徒で も困難と考え られ る自

国の 歴史に触れた書物を読ん で い る｡ 専門が社会科の

学級担任 B 教諭は､ 外国人生徒の 読書 に 対する興味

を平素把握して書物を貸与するな ど生徒 に配慮して き

た｡ ま た､ こ の教諭は生徒たち の 高校進学を目標に し

て 厳し い指導の 中に も､ 平素 の授業場面で板書に ふり

が なを っ けるな ど
､
生徒 の理解で き る教授法を工夫し

て きた｡ ま た､ 中間 ･ 期末 テ ス ト で は､ 外国人生徒用

に問題を作成して 出題の工夫を凝らし て い た｡

い うま で もなく､ 他 の学級担任の 中に は､ 日本人生

徒の指導で 余裕の な い もの も い る｡ そ こ で ､ 日本語学

習室で は､ 同学年の教師たち に ､ 日本人生徒と同様に

外国人生徒に も声をかけ て ､ 彼 ら自らが読書に取り組

む環境づくり の必要性を説い て 働きかけた｡

< 事例 2 > ｢ 保健室便り｣

以前は日本語文だけ発行して い た ｢保健室便り｣ は､

第Ⅲ期
'

o o 年度 に入ると､ 養護教諭が ブ ラ ジ ル 人講師

に翻訳を依頼して ､ 母語 に よる ｢保健室便り｣ とな っ

た｡ そ れ は､ 年度始 め に全校生徒の ｢ 身体測定｣ や

｢ 健康診断｣ を実施するため に ､
生徒た ち に そ の手順

を周知徹底しなければな らな い から で ある ｡

こ の よ う に ｢ 保健室便り｣ の発行は ､ 年度初め の
一

連 の行事に馴染まな い外国人生徒に 日本語を学習させ

る好機と捉えられた ｡ そ こ で ､ 日本語学習室 の F 教

諭は､ 翌
`

0 1 年度 に ブ ラ ジ ル人講師に 翻訳を任せ る の

で はなく､ 外国人生徒に母語訳させ ､ 日本語と母語の

両面刷りの ｢保健室便り｣ 発行を養護教諭に提案した｡

確か に ､ 教師に よる翻訳に比 べ ､ 生徒 に翻訳させるた

め に は､ 養護教諭は ｢ わか る日本語｣ で生徒に読み取

らせる労が要る｡ ま た､ 生徒も養護教諭の書い た内容

を 日本語で 尋ね る必要が ある｡ しか し､ こ の手順を経

る こと に よ っ て こ そ､ ｢ 保健室便り｣ は日本人生徒だ

けで なく､ 他 の 教師や保護者の 目に も留まる こと に な

り､ 外国人生徒 は学校内外で認め られ る機会を得る｡

彼 らもまた ､ 日本語や母語を勉強しな い と母語訳する

ことが で きな い こ とを学習した の である｡

4 . 結 論

以上の よう に ､ わ が国 に おける外国人労働者人口 の比

率増大に伴い ､ そ の子弟に よる就学率増加の傾向は今後

一

層強ま るもの と考えられる｡ 今回取り上 げた M 中学
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学校組織にお ける､ 外国人生徒の高校進学に焦点づ けた教育課程再組織化の過程

校の 事例は､ 全国的なケ ー ス か らみれば ､ 現状 で は伊賀

市立小中学校の 在籍率は ぼ 4 . 6 % で の 教育的営為である｡

しか し､ 同中学校で も在籍生徒の 増加に伴う困難な課題

が急増する兆しを看取する ことが で きる｡

た と えば ､ す で に 日本 で 誕生し日本人の生活と会話に

は 一

見溶 け込ん で い るか の よう に 見える滞日年数の長い

外国人生徒の 場合､ 明 らか に教科学習基盤の脆弱化が認

められる｡ そ れ は､ 両親共働きの家族生活に おける生徒

の兄姉の生徒時代より
､

一

層放任度が増して教育環境の

質低下が考え られ るか ら で ある｡ そ こ に は､ 日本語習得

の みならず､ 母語も習得で き て い な い外国人生徒の 唆味

な文化基盤とアイ デ ン テ ィ テ ィ形成の希薄さ にも関連す

る課題を指摘で きる｡

昨今の 学校教育改革と相ま っ て ､
三 重県の事例に見る

よう に､ 組織とし て学校の 経営品質が強調され て き て い

る｡ しか しなが ら､ こ れ ま で の学校組織 に関する研究に

携わ っ て き た経験的事例か ら､ 学校を組織とし て理解す

る こと ば
､ 教育現場で はな じみが薄く､ 独自の先入見を

抱く傾向さえ認められた｡ そ れ は､ わ が国の先行研究に

お い て も
､ 従来の 学校経営の 立場で は､ た と えば ｢子供

の主体性育成｣ な ど､ 教育目標が抽象的表現の まま に設

定され て い た点が挙げられる｡ そ こ に は､ 組織構成員と

して の教師が将来を見通して生徒を具体的に指導して い

くた めの ｢ 戦略｣ と して の ｢ 組織目標｣ が提示されずに､

達成基準の 唆味な観念的目標で あ っ た点を指摘しな けれ

ばな らな い ｡

こ の意味で ､ 本研究で 取り上げた M 中学校 ｢ 日本語学

習室｣ が高校進学とい う明確な目標を設定した こと に よ

り､ 教育課程の 再編をより具体化する方策をもた らした

もの と い える ｡ 加 え て ､ 外国人生徒の みならず日本人生

徒に も通じる潜在的カ リキ ュ ラ ム の 視点をわれわれが熟

知する こと に より ､ 潜在的教授法を含む教育課程開発 へ

の より豊かな手がか りを得る ことが で きたと い え よ う｡
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社 1 98 6 に 初出の概念｡ ｢ 自己組織性と社会｣ 東京大学

出版会､ 20 0 5 4 頁 お よび 11 7 頁 - 1 3 0 頁 に ､ こ の 枠組

みがより精微に述 べ られ て い る｡

5) 田中
一

生他 ｢高等学校の組織構造と生徒の I n v ol v e -

m e n t に 関する調査研究 一 公立高校の 場合 - ｣ 九州

教育学会研究紀要第 4 巻 19 7 6 年 ( 15 5 頁) に お け る

｢学校儀礼｣ ｢I n s t r u m e n t a1 0 r d e r｣ お よ び ｢ E x p r e s si v e

O r d e r｣ の 相互関係は､ 下図の 通り で ある｡

< 純粋型 >

< 混合型Ⅰ >

< 混合型 Ⅲ >

学校儀礼

I ll S t r u m e n t a l O r d e r

[ 後記] 本共同研究は､ 平成 17 年 10 月 に 開催 され た 日

本教育社会学会第 57 回大会で の 口 頭発表に 基 づ い て

い る｡ 執筆は､ 1 ､ 2 お よ び 4 を蓮尾が担当し､ 3 を 藤

本が担当した ｡ た だし､ 本研究の執筆全体に わたる責

任は､ 蓮尾が負う もの で ある ｡

な お､ 執筆 に際し貴重な資料の 提供に快く応じて く

ださ い ました関係機関の皆様､ な らび に M 中学校の

諸先生に厚くお礼を申し上げます｡
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